
泉嫁
廃F
寺じ

跡

福
島

・

（陸
奥
国
行
方
郡
衛
）

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
原
町
市
泉
字
宮
前

・
寺
家
前
ほ
か

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）

一
〇
月
―
二
〇

〇
四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
原
町
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
木
　
海

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

泉
廃
寺
跡
は
、
原
町
市
内
を
東
流
す
る
新
田
川
北
岸
の
河
岸
段
丘
上
に
立
地

す
る
。　
一
九
九
四
年
か
ら
現
在

ま
で
に
二
三
次
の
調
査
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
の
中
心

と
な
る
の
は
奈
良

。
平
安
時
代

の
陸
奥
国
行
方
郡
衛
跡
で
あ
る

が
、
こ
の
ほ
か
に
弥
生
時
代
中

Э

期
、
古
墳
時
代
中
期
、
中
世

・

大

近
世
の
遺
構

。
遺
物
も
検
出
さ

れ
て
い
る
。

古
代
の
遺
跡
は
東
西
約

一
ｋｍ
の
広
が
り
を
も
ち
、
そ
の
範
囲
内
に
西
か
ら
館

院

・
正
倉
院

・
水
運
関
連
施
設

・
郡
庁
院
な
ど
の
官
衛
施
設
が
横
並
び
に
配
置

さ
れ
、
さ
ら
に
遺
跡
東
端
に
は
寺
院
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
郡
庁
院
の

遺
構
変
遷
や
出
土
遺
物
の
年
代
幅
か
ら
、
官
行
の
存
続
時
期
は
Ｉ
期

（七
世
紀

後
半
）
・
Ⅱ
期

（八
世
紀
）
・
Ⅲ
期

（九
世
紀
）
に
区
分
さ
れ
、
他
の
施
設
も
こ
れ

に
対
応
し
て
変
遷
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二

一
次
調
査
で
は
、
Ⅱ
期
正
倉
院
を
区
画
す
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
が
確
認
さ

れ
た
。
Ｓ
Ｄ

一
は
幅
約
四
ｍ
深
さ
○

・
八
ｍ
で
、
最
下
層
に
は
植
物
遺
体
に
由

来
す
る
グ
ラ
イ
化
し
た
黒
灰
色
粘
土
、
中
層
か
ら
上
層
に
か
け
て
は
人
為
的
な

埋
め
戻
し
に
よ
る
堆
積
土
が
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
最
下
層
の
黒
灰
色
粘
土
層

か
ら
四
点
が
出
土
し
た
。
同
じ
層
位
で
あ
る
が
、
出
土
地
点
は
散
在
的
で
あ
り
、

個
別
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い

も
の
の
、
形
状
か
ら
木
簡
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
木
製
品
も
出
土

し
て
い
る
。
な
お
、
第

一
六
次
調
査
で
も
同
溝
の
西
側
延
長
部
分
か
ら
木
簡
が

出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
四
号
）。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔成
力
〕
〔部
力
〕

⑪
　
。
「
＜
嶋
□
郷
□
□
里
□
□
白
人
」

〔米
力
〕

。
「
＜
□

一
石
□
□
十

一
日
　
　
」
　
　
　
　
　
解∞契
］反
∞
寓
］



2004年出上の木簡

(4)①
は
完
形
の
荷
札
木
簡
。
柾
目
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
表
面
第

一
字

「嶋
」
の
上
半
部
の
み
墨
痕
が
濃
く
残
り
、
他
は
削
ら
れ
て
い
る
た
め
木
の
繊

維
に
染
み
込
ん
だ
墨
が
僅
か
に
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
状
況
は
肉
眼
で
も

観
察
で
き
る
。
陸
奥
国
で

「嶋
」
が
冒
頭
に
く
る
郷
名
は
未
確
認
で
あ
る
。
②

は
、
板
目
材
の
木
簡
で
あ
っ
た
が
、
刃
物
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
て
三
日
月
形
を

呈
す
る
。
何
ら
か
の
部
材
に
転
用
さ
れ
た
も
の
。
墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
に
残
り
、

い
ず
れ
も
同
じ
文
字
の
残
画
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
判
読
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
二
行
に
わ
た
っ
て
墨
書
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
０
は
板
目
材
に
よ
る

短
冊
型
の
木
簡
で
、
完
形
品
で
あ
る
。
側
面
に
は
上
端
か
ら
二

一
ｍｍ
の
位
置
に
、

径
三
ｍｍ
ほ
ど
の
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
孔
の
内
壁
に
焼
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。

全
面
が
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
た
め
、
片
面
に
値
か
な
墨
痕
を
赤
外
線
テ
レ

ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
確
認
で
き
た
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
墨
痕
の
あ
る
面
の
ニ
カ

所
に
刃
物
を
入
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
い
は
腐
蝕
し
て
お
り
県
存
状
況
が
悪
い
。

板
目
材
を
使
用
し
て
い
る
。
上
下
両
端
と
も
折
損
。
側
面
も
木
目
に
沿

っ
て
割

損
し
て
い
る
。
上

・
下
端
に
は

一
部
に
刃
物
に
よ
る
切
断
の
痕
跡
が
あ
る
。
片

面
に
僅
か
な
墨
痕

一
字
分
を
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
で
確
認
で
き
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
日
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
、
山
形

大
学
の
三
上
喜
孝
氏
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
馬
場
基
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

原
町
市
教
育
委
員
会

『原
町
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
九

（原
町
市
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
四
、
二
〇
〇
四
年
）

（藤
木
　
海
）
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(2)

木筒状木製品

ロ
ー

マ
木
簡
実
見
記

東
ア
ジ
ア
の
木
簡

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。　
一
方
ロ
ー
マ
木
簡
は
、

近
年
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
先
日
、
ポ
ン
ペ
イ
考
古
監
督

局
副
総
監
バ
ロ
ー
ネ
氏
に
面
会
し
た
際
、
専
門
を
聞
わ
れ

「
タ
ブ
レ
ッ
ト

だ
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
「自
分
は
金
石
文
だ
、
仲
間
だ
。
ロ
ー
マ
木
簡

を
見
て
い
け
」
と
現
物
観
察
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

今
回
実
見
し
た
の
は
、
木
板
を
く
ば
ま
せ
て
ロ
ウ
を
流
し
込
み
、
ロ
ウ

に
文
字
を
書
く
も
の
。
二
枚

一
組
で
用
い
ら
れ
、
筆
記
面
を
合
わ
せ
て
、

ひ
も
で
く
く
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
全
域
で
発
見
さ
れ
る
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な

タ
イ
プ
の
ロ
ー
マ
木
簡
で
あ
る
。

当
然
、
ロ
ウ
は
残

っ
て
い
な
い
。
文
字
を
刻
む
と
き
、
ロ
ウ
を
突
き
抜

け
て
木
に
傷
が
付
く
場
合
が
あ
る
。
こ
の
傷
か
ら
釈
読
す
る
と
い
う
。
外

側
に
、
内
容
の
メ
モ
が
イ
ン
ク
で
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
文
字
も

読
む
こ
と
が
で
き
る
。
バ
ロ
ー
ネ
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
で
も
我
々
の

記
帳
と
同
様
、
筆
の
運
び
を
メ
モ
し
つ
つ
読
む
と
い
う
。

ポ
ン
ペ
イ
出
土

「
パ
ン
屋
の
夫
婦
」
の
絵

（夫
が
パ
ピ
ル
ス
の
巻
物
を
持

ち
、
妻
が
木
簡
を
持
つ
）
に
も
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
も

「紙
木
併

用
」
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
で
の
羊
皮
紙

。
パ
ピ
ル
ス
。
木
簡
の
使
い
分
け

の
様
相
も
興
味
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
（馬
場

基
）

(1)表




